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営農戦略室 人事異動のお知らせ

７月1日付で異動があり、営農戦略室は新体制になります。
各担当における主要業務は変更ありませんが、新メンバーの加入がありま
したので、ご紹介します。

  にしの こうへい

 係長 西野 洸平

営農・担い手支援担当

政策推進担当

園芸振興担当

「6年ぶりに営農戦略室に配属
されることになりました。
JA、農業者の皆さまの期待に

いち早く応えられるよう日々誠
実に仕事に励むつもりですの
で、ご指導ご鞭撻のほどよろし
くお願いします。」

・国消国産運動の推進（直売所）
・水田農業対策全般
・青壮年部 ・農政  等

・園芸振興推進  等

【営農・担い手支援担当】

新規メンバー

TEL:076-240-5051

TEL:076-240-5052

TEL:076-240-5053

よ

ろし
くお願いいた

し
ま
す
！

6/27 直売所連絡協議会 第１回連絡会議を開催

・次世代総点検運動
・ＴＡＣ・営農指導強化体制
・事業間連携 ・総合事業提案 等

 ＪＡグループ石川では、４月２６日の中央会理事会において、ＪＡグループ石川

「国消国産」運動方針を設定し、効果的な情報発信と国民理解の醸成に向けた取

り組みをすすめているところです。また、農産物直売所を運動の拠点として、様々

な情報を消費者に発信していくとともに、直売所そのものの運営の活性化と今後

の方向性を協議すべく｢石川県ＪＡ農産物直売所連絡協議会｣を立ち上げることと

しました。

これを受け、６月２７日に、直売所連絡協議会 第１回連絡会議を開催し、ＪＡグ

ループ石川における「国消国産」運動の具体策や農産物直売所のあり方検討の進

め方等について説明するとともに、活動を行う上での取組具体策について意見交

換を行いました。

今後は、これまで以上に関係各部署各社が一体となった協議会活動を通じて県

産農畜産物の販売拡大による生産者所得の増大と直売所の収支向上に取り組ん

でまいります。



「国消国産キャンペーン」の実施について

国消国産の認知度向上が求められる中、地元農産物を購入する消費者やＪ
Ａファンを増やすことを目的に「新鮮で安全・安心な地元農産物の提供」や「旬
の食材の提供」など「食」と「農」との関わりの深い直売所を起点に標記キャン
ペーンを実施します。
つきましては、趣旨をご理解の上、キャンペーンに積極的にお取り組み頂き
ますようお願いいたします。

１．実施期間

令和５年７月１５日（土）～８月３１日（木）

２．配布資材
ポスター   １店舗あたり   ５枚
チラシ（兼応募用紙） １店舗あたり ８００～１，５００枚

３．その他
配布資材は、７月１４日（金）までに対象の店舗へ送付いたします。
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令和５年度 第１回TAC管理者会議（6/15）

６月１５日（木）にＴＡＣ管理者会議を開催し、各ＪＡにおけるＴＡＣ活動の４年
度取組内容や５年度行動計画を情報共有するとともに、活動を行う上での管
理者としての取組具体策について意見交換を行いました。

また、全農西日本事業所・阿部氏より、ＴＡＣ管理者としての役割や取組み依
頼事項を説明頂くとともに、ＪＡ金沢市担い手支援室・押田室長より、ＪＡ金沢
市のＴＡＣ体制や管理者としての日々の業務内容・取組事例等を報告頂きまし
た。

ＴＡＣ活動には、管理者の役割・マネ
ジメント力が非常に重要となるため、
戦略室としても引く続き体制整備・業
務支援等を行っていきます。

令和５年度 第１回TAC担当者会議（6/27）

６月２７日（火）にＴＡＣ担当者会議を開催しました。

会議では、各担当者の日頃の業務状況や活動における課題・悩み等を共有
するとともに、積極的な担い手訪問を行う上でのポイントやＴＡＣパワーアップ
大会での連続表彰に向けて、ＪＡ小松市営農支援課・橋本課長より、ご自身の
経験・取組み等を基に日々の活動での心掛けや日報・報告書の作成手法等に
ついて指導頂きました。

県内では、数多くの業務を抱え多岐に
渡る知識習得が必要となる「兼任ＴＡＣ担
当者」が多く、戦略室として、活発な担い
手訪問できるように情報提供や環境改善
等で取組みフォローをしていきます。
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TACパワーアップ大会2023 活動報告書〆切迫る！

４月にご案内済みですが、ＴＡＣパワーアップ大会2023に向けた活動
報告書の提出期限が７月１０日（月）となっております。ＴＡＣの皆様にお
かれましては、日々お忙しい中ではございますが、１１月の横浜（全国
大会）を目指して、日頃のＴＡＣ活動のご報告をお願い致します。なお、
本年度に新たに実施される「地区別審査会（全国大会の予選会を兼ね
る）」は９月２６日（火）＠大阪で開催されることとなりました。



うぃずOne見学会開催（6/23）

６月２３日（金）にJA全農いしかわ園芸種苗センターにて「うぃずOne見学会」
を開催しました。当センターでは、うぃずOneシステムを用いた実証栽培試験を
行っており、当日は、うぃずOneシステムの概要や県内の導入状況の説明の後、
種苗センターの実証圃の見学を行いました。

県内の生産者や、現在農業大学校や耕稼塾生の方、合わせて３２名の方に
参加いただき、栽培方法やシステムの導入費、必要資材等様々な質問もあが
り、多くの方にうぃずOneを知っていただく機会となりました。

ハウスの有効活用や新しい品目の
栽培提案等、うぃずOneについて、ご
質問やお問合せがございましたら、園
芸振興担当までよろしくお願いいたし
ます。
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7/31-8/1野菜栽培技術研修開催のお知らせ

排水対策に係る知識・技術習得を目的に、下記日程のとおり研修会を開催し
ます。今年度は、地区ごとに２回に分けて開催し、担当者の方が実際に機械を
操作することで、より実践的な研修を計画しております。

水田園芸において、排水対策は必須技術であり、その施工状態により園芸
品目の単収は大きく変わります。生産者へより適切に効果的な排水対策指導
ができるよう担当者の技術習得を支援します。

《開催日程》

【加賀地区】 令和５年７月３１日（月） 会場：クボタアグリサービス株式会社

１３：３０～ (〒924-0038 白山市下柏野町956-1)

【能登地区】 令和５年８月１日（火） 会場：ＪＡ全農いしかわ 園芸種苗センター

１３：３０～ (〒929-0328 河北郡津幡町湖東249)

※参加者分散のため、対象地区の区別をしておりますが、どちらの日程で参加いた
だいても構いません。



～７月の予定～

【お問い合わせ先】
ＪＡグループ石川営農戦略室 TEL：076-240-5051 FAX：076-240-9120

日 時 内 容

７月１１日（火）１０：００～ 事業間連携研修会

７月１２日（水）９：３０～ 第２回農業経営指導者研修会（～13日）

７月１４日（金）９：３０～ JA集落営農組織連絡協議会視察研修

７月１４日（金） 品目別WG（かぼちゃ）先進地視察研修

７月２５日（火）１０：３０～ 品種比較WG（夏秋ねぎ）現地検討会

７月２７日（木）１３：００～ エアリーフローラ担当者研修会（冷蔵処理）

７月２８日（金）１４：００～ 農産物直売所連絡協議会 第一回委員会

７月３１日（月）１３：３０～ 《加賀地区》野菜栽培技術研修会（排水対策）

８月１日（火）１３：３０～ 《能登地区》野菜栽培技術研修会（排水対策）

８月２日（水）１０：００～ TACアグリビジネススクール「農業現場における労務管理」
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令和５年産エアリーフローラ出荷実績

石川県が開発したオリジナル品種の
「フリージア」“エアリーフローラ”は、水稲
育苗箱を用いて栽培可能なことから、冬
場の農閑期に空きハウスを活用でき、県
内でも重点推進品目として定め、水稲生
産者を中心に栽培推進を行っています。

現在、JA加賀～JAおおぞら管内までの
生産者49名が栽培しており、令和５年産
エアリーフローラ（令和４年１２月～令和
５年４月期に出荷されたもの）は、県内は
もちろん、大阪、東京でも販売され、310
千本の出荷実績となりました。

7/5には、生産者、市場、関係機関が集
まり、令和５年産の反省会、および、次
年度産に向けた生産者大会を開催し、よ
り良いエアリーフローラの栽培・出荷に
向けの協議を行いました。 「写真：エアリーフローラプロモーション実行委員会」
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